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未来を描こう、笑顔でつなごう 

本日 第８６７回 2022 年９月 27 日(火曜日)号 

ガバナー公式訪問 
 ガバナー 篭橋 美久 
 地区幹事 岩月 雅章 

時間：１２：３０～ 
    場所：せとしんエンゼルホール 

         

前回 第８６６回例会 2022 年９月６日（火曜日) 記録 

会 員 総 数 １６名      出 席 者 １２名    出 席 率  ７５% 

 

【会長挨拶】 

愛知長久手ロータリークラブ 

                                   会長 神谷 恵理 

皆さん、こんにちは。 

今年度の会長挨拶は、新しい会員の方も数名いらっしゃるので、ロータリークラブについて資料（ロータリの基

礎）を活用して少しずつお話しさせて頂こうと考えております。 

本日は、職業奉仕についてです。 

後程、私より経験豊富な丹羽さんより、詳しくお話し頂けるとのことですので、短めにお話しさせて頂きます。 

職業奉仕（ Vocational service） 

① 「ロータリーの目的」は。ロータリーの存在目的とロータリアンの責務について記した哲学的な声明です。

職業奉仕は「目的」の第２項を土台としており、この項で、ロータリアンは次の事を奨励し、育むことが求

められています。 

・職業上の高い倫理規程 

・役立つ仕事はすべて価値のあるものという認識 

・社会に奉仕する機会としてロータリアン各自の職業を高潔なものとすること 

② 職業奉仕はどのように実践できるのでしょうか。以下にいくつか方法を紹介します。 

・例会で、各会員が自分の職業について話し、互いの職業について学び合う 

・地域社会での奉仕プロジェクトで職業スキルを生かす 

・高潔さを重んじて仕事に取り組み、言動を通じて模範を示すことで倫理的な行動を周囲に促す 

・若者のキャリア目標を支援する 

・専門能力の開発を奨励し、指導する 



職業奉仕はロータリーの核心であり、世界中の地域社会で奉仕を行う土台となるものです。 

この様に行動したら、社業を伸ばせるのかもしれません。 

1） ロータリー行動グループに参加する 

2） ロータリー親睦活動グループに参加、または新たにグループを結成する 

3） 奉仕プロジェクトで職業スキルを活用する 

4） 地区リソースネットワークで専門知識を生かす 

5） 職業に関連するロータリー友情交換に参加する 

以上を持ちまして、本日の会長挨拶とさせて頂きます。 

          

 

 

【9 月度祝福】 

         

8/28 冨田 盛義さん      7/17 小笠原 多恵さん    お誕生日おめでとうございます 

 

【ニコボックス】 

・小笠原さん、冨田さんお誕生日おめでとうございます。 丹羽さん本日の卓話 よろしくお願いいたします。 

                      神谷 恵理 

・小笠原さん、久しぶり。冨田さんお誕生日おめでとうございます。本日もよろしくお願いいたします。 

青山 和成 

・小笠原さん、冨田さんお誕生日おめでとうございます!!本日もよろしくお願い致します。    丹羽 司一                   

・久しぶりの出席です。よろしくお願いいたします。                     冨田 盛義 

・小笠原さん、冨田さんお誕生日おめでとうございます!!本日もよろしく。           大島 昭夫 

・小笠原さん、冨田さんお誕生日おめでとうございます。本日の卓話、職業奉仕委員会報告、よろしくお願いし

ます。                                         山田 文明 

・本日も宜しくお願い致します。‘’黒ぐろな晴天の霹靂なるものは Black hole に Black Swan！  小谷 恒夫 

・本日もよろしくお願いします。                              田中 信子  

・お久しぶりです。まだ少し暑さが続くようですので、みなさんお体にお気をつけてください。 

  本日もよろしくお願いいたします。                          小笠原 多恵 

・小笠原さん、冨田さんお誕生日おめでとうございます。                   寺島 五雄 

・本日もよろしくお願いします。                               李 秀艶 

 



 

【卓話 職業奉仕委員会報告】 

                               丹羽 司一 

He profits most who serves his fellows best 

「最もよく仲間に奉仕する者は、最も多く報われる」 

 

シカゴのロータリークラブ会員であった、アーサー・フレデリック・シェルドンは、ビジネスは全て社会に尽く

す手段でなければならないと信じ、1910 年シカゴ（イリノイ州）での最初のロータリー国際大会で“He profits 

most who serves his fellows best”（ 最もよく仲間に奉仕する者は、最も多く報われる）と主張しました。翌年ポ

ートランド（オレゴン州）で開催された第２回の国際大会で、ミネソタのクラブ会長であったフランク・コリン

ズもまた、他人のために尽くす意義と重要性と意義を説き、ロータリークラブは “Service not self”（無私の奉仕）

を根本精神として結成されなければならない、と強調した。この二つの言葉が後年 “He profits most who serves 

best”（最もよく奉仕する者、最も多く報われる）及び、 “Service Above Self”（超我の奉仕）とそれぞれ修正さ

れ、この二つが正式にロータリーのモットーとして 1950 年に採用された。 

 

職業奉仕の目的 

・職業を通じて他の人々に奉仕し、高い道徳的水準を保つ。 

・技能と専門知識を提供し、かかわった人々の意欲を喚起する。 

・事業や職業上の行動規範に加えて倫理的な行動規範に焦点を当てる。 

 

職業奉仕の原点 

事業上得た利益は、決して自分一人で得た利益ではない。 

従業員、取引先、下請け業者、顧客、同業者など、自分の事業と関係を持つすべての人々のおかげで得たことを

感謝し、その利益を適正にシェアする心をもって事業を営む。 

それによって必ず最高の利益が得られることを自分の職場で実証し、その方法こそが正しいやり方であることを、

地域全体の職業人に伝える。 

ロータリアンの企業が職業奉仕理念に基づいた正しい事業経営をし、それによって事業が継続的発展をすること

を実証することで、他の同業者たちもその経営方法を見習う。 

それが結果として、業界全体の職業倫理高揚につながる。 

これが、He profits most who serves his fellows best の真意であり、職業奉仕の結論である。 

  

 

 

引用：2680 地区パストガバナー田中毅氏 

http://www.tanaka-library.com/d16jp.pdf 

 



 

【幹事報告】 

① 本日例会終了後は、理事会がございますのでよろしくお願いいたします。 

②9 月 27 日（火）はガバナー公式訪問です。ご協力をお願い致します。 

 

10 月 11 日(火) 10 月 18 日(火) 10 月 25 日(火) 

 

 

 同週祝日振替休会 

 

 

 

米山卓話 

 

恵那RC合同ゴルフコンペ・ 

合同夜間例会 

  恵那峡 CC・恵那銀の森 

 


